
紹

介

◎
嚴
島
好
古
繪
は
が
き
　
第

三
集

コ
ロ
タ
イ
プ
六
枚

一
組
に
て
、
後
奈
良
天
皇
宸

筆

大
島
居
掛
額

、
中
井
藍
江
筆
菊
慈
童
、
長
澤
盧
雪

筆
山
姥
、
明
兆
筆
伽
蟇

仙
人
、
圓
山
應
擧

筆
虎
、

河
野
盛
信
筆
と
う
じ
ん
船
等
を
藏

め
た
り
、
印
刷

鮮

明
な
れ
ば
好
古
家
の
參
考
と
し
て
適
當
な
る
べ

し

(
一
組
貳

十
錢

、
廣
島
市
革
屋
町
藤
谷
□
○

堂

發
行
)

◎
靑

山
白
水

丸
山
晩
霞
氏
筆
の
水
彩
繪

は
が
き
に
し
て

、田
舍

、

湖
畔

、
竹
林
等
何
れ
も
印
刷
稍

々
原
畫

に
近
け
れ

ば
初
學
者
の
好
臨
本
た
る
べ
し
、(
三
枚
一

組
十
五

錢、
日

本
橋
通
二
丁
目
松
聲
堂
發
行
)

◎
日
本
美
術
百
九
號
(
雅
邦
翁
紀
念
號
)

寫
眞

コ
ロ
タ
イ
プ
刷
雅
邦
翁

の
遺
作
十

九
點

、
他

に
米
原
雲
海
作

の
肖
像
を
載

せ
、
傳
記
逸
事
等
を

漏
な
く
記
述

せ
り
、
其

逸
事
瑣

談
の
如
き

、
從
來

世

に
知
ら
れ
ざ
る
も
の
多
く
此
書

一
册
に
よ

つ
て

此
大
畫
伯

の
生
涯
の

一
班
を
知
る
こ
と
を
得
べ
し

(
五
十
錢

、
本
郷
駒
込
日
本
美
術
社

)

◎
和
漢
名
畫

選

本
版
色
摺

二
十
八
種
、
寫
眞
版
七
十

二
種
豫
約
價

上
製
三
十
八
圓
帙

入
三
十
四
圓
、
申
込
期
限

五
月

三
十
日
、
申
込
所
京
橋
彌
右
衞

門
町
國
華
社

、
但

印
刷
は
四
百
部
を
限
る
由
な
り

問
に
答
ふ

■
一
　
繪

具
の
赤
色

の
中
で

一
尚
美
麗
な
色
は
何

な
り

や
二
　
新
聞
雜

誌
等
の
畫
は
畫
家

に
報
酬
を

出
す

も
の
に
や
三
　
文
房
堂
と
森
親
子
商
會

と
で

は
繪

具
の
價

に
非
常

の
相
違

あ
り
一

方
は
贋
物
な

り

や
(
安
藤
生
)◎
一
　

赤

、(紅

も
含
む

)
の
う
ち

で
は

ロ
ー
ズ

マ
ダ
ー
、
ビ

ン
ク
マ
ダ
ー
、
ス
ヵ
ル

レ
ツ
ト
レ
ー
キ
の
如
き
は
美
は
し
二
　
報
酬
を
出

す

の
も
あ
り
出
さ
ぬ

の
も
あ
り
三
　
比
較
し
て
見

ね
は
分
ら
ず
一

　

鉛
筆
畫

の

コ
ス
れ

て
汚
れ
る

の
を
防
く
も
の
あ
り

や
二
　
水
彩
畫

に
ブ
ラ
ツ

ク

は
使

用
し
得

る
も
の
な
り
や

三
　
投
影
畫
法
は
是

非
共
學
ば
ね

ば
な
ら
ぬ

に
や
(
白
影
子
)◎
一
　

シ

ケ

ル
ラ
ツ

ク
を
塗

つ
て
置
け
ば
安
全

、
牛
乳
に
て

も
よ
し
又
は

エ
ロ
ー
オ
ー
ク
ル
の
如
き

あ
る

一
色

に
て
淡
く
塗

つ
て
置
け
ば

ス
レ
る
こ
と
な
し
二
　

使
用
し
て
少
し
も
差
支
な
し
三
　
專
門
家
に
な
る

な
ら
必
要
な
り
■
一
　

精
細
な
る
繪
具
の
調
和
の

良

否
を
示

さ
れ
た
し
二

　

ニ
ユ
ー
ト

ン
製
繪

具

に

て
練
製

と
乾
製

と
發

色

に
相
異

あ
り

や
(
紫
明

生
)

◎
一
　

か

ゝ
る
こ
と

は

短
文

に
は
答

へ
難

し

「
水

彩
畫

階
梯

」
の
巻
尾

を
見

よ
二
　

色

に
よ
り

て
多

少

の
相
違

あ
り
乾

製

の
方

が
完
全

な
り
■
畫

學

紙

の
綴

た

ス
ケ
ツ

チ
ブ
ツ

ク
は

反
對

の
方

の
紙

面

に

う

つ
り

て
困

る
よ
き
救
濟

法

な
き

や
(
初
學
者

)◎

白

影
子

へ
の
答

を
見

よ
、
間

へ
薄

い
紙
を

入
れ

て

置

く

の
も
よ

い

讀
者
の
領
分

■
此
夏
は
是
非
京
都
で
講
習
會
を

開

い
て
頂

き
た

い
、
明
媚
な
自
然

と
熱
心
な
畫

狂
子
が
指
を
數

へ

で
待
つ

て
ゐ
ま
す
(京
都
S
K
生
)
■
紙
上

ヘ
グ
ワ

ツ
シ
の
講
話
を
の
せ
ら
れ
た
し
(
紫
明
生
）
◎
靜

物

寫
生
の
話

の
う
ち
に
出
づ
べ
し
■
諸
先
生

の
經
歴

談
を
掲
げ
ら
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
(S
K
生
)

繪
葉
書
競
技
會

三
十

四
回
は
人

の
顔

(
寫
生
)
、
菜

の
花
(
圖
案

)
で
〆
切

は

四
月

三
十

日

、
會

費
は
金

五
錢

で

、
送
り

先
は
本

曾
宛

。


